
輝くバックネット裏

はなび



2歳半の息子の話をしよう。 

言葉はあいかわらず特殊言語で、言葉としては何を言ってるのか 

分からない。だが、言葉として分からないだけで、 

何を言わんとしてるのかは分かる。親だからね。 

ご飯ついでくれるし、食事中に足組んでると怒られるし、 

俺がね、彼に怒られるんですよ。ちゃんと手をあわせて 

いただきますしなさいって怒られる。なんども言うけど、 

俺が怒られてるのよ。2歳半の息子に。 

最近は、俺の背中を駆け上がり、肩の上に直立する。 

ジャンプもする。そう、肩の上でね。ぃやーーかなりの 

バランス感覚だよね。子供ってすごい。 

そんな息子と嫁とでロッテvs阪神戦を観に行った。 

私らはもちろん阪神ファン。でも座席はバックネット裏で 

ロッテファンも隣や前にいて、入り交じってる。 

息子はまだ、野球なんて分からないんだけれども 

みんながメガホンを叩けば、一緒に興奮してはしゃいでる。 

言葉も分からない息子には、どっちが阪神かなんて 

なおさら分からず、ロッテが打っても阪神が打ってもはしゃいでる。 

いつの間にか、前に座ってるロッテファンの小学1年くらいかなぁという 

男の子と仲良くなって、お菓子を交換したりして、遊んでたりしてるし、 

ロッテが打っても阪神が打っても抱き合って喜びあったりしてる。 

そのうち、隣の阪神ファンのとこにも前の横の席のロッテファンのおっさんにも 

そのさらに前の席にまで、ひょっこり出かけて女の人(阪神ファン)に 

抱っこしてもらったり、膝の上に座って観戦して、はしゃいでる。 

そうこうしてると、彼を中心に周りの大人たち3列7家族くらいだろうか、 

皆がみな、我が息子と一緒に、阪神が打とうと、ロッテが打とうと 

喜び合って騒ぎ合ってる。 

その空間がなんともしれず、とっても平和な空間として輝いてみえた。 

おそらく、そこにいたみんながそう思っていただろう。 

彼はいずれ世界を平和にするんじゃないだろうか 



そう思った。　 

阪神は10回裏にさよなら負け。 

でも、この日の野球は 

既に平和を享受していた私にとって 

生涯で一番悔しくない阪神の負け試合となった。


